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女子の年齢層別分布および体型類型化
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　目的　衣服に求められる機能性の重要な要因に、体型適合性があり、それを高めるよう

な衣料サイズ設定、および衣服設計の基礎となる成人女子体型に関し研究をすすめている

が、これまで何通りかの多次元的体型分類を試み、得られた分類体型の特徴を捉え、年齢

層との依存関係について考察することができた。本報では、体型を概観することのできる

基本計iJ 7項目、身長、乳頭位胸囲、胴囲、腰囲、背丈、全腕長、背肩幅について１次元

２次元、３次元での年齢層別分布に関して特徴を捉え。さらにこれらの項目を上半身体型

を概観することのできる項目にしぼり、上半身体型について類型化を試みた。

　方法　基本計測7項目の１変量およびこれら相互間の２変量、３変量分布の尖度、歪度

および相関係数と、1 次元、２次元、３次元の年齢層別分布を求め、分布の特徴を捉えた。

　胸囲、背肩幅、背丈、全腕長の４変量を用いたクラスタ分析Kmea ns法による分類、これ

らの項目に胴囲を加えた５変量を用いた分類による上半身体型の類型化を行った。得られ

た分類体型の各年齢層での分類体型構成を求めた。

　結果　周径項目に関し、正規性からの乖離が大きく、特に胴囲について著しい。年齢層

別にみたとき20代、30代でこの傾向が著しい。即ち、20代をピークに10代、30代では尖度

歪度が大きくなり分布の型が変化するが、50代では分布の位置の変化が著しく、尖度、歪

度は正規分布のそれに近づく。３変量分布で捉えたとき、高さ、幅の組合せによる分布は

３次元正規分布からの乖離が小さいが、周径項目を入れたとき、乖離が大きくなる。また

上半身体型の類型化により得られた分類体型は、年齢層と依存関係がみられる。
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成人女子体型の特徴を表す要因の抽出と年齢的変化

　　　　十文字学園女短大　古松弥生、　関東学院女短大　○岡田宣子、

　　　　大妻女大家政　　　　松山容子、　東横学園女短大　　有馬澄子

：　体幹の形状に関する情報は.型紙設計、ボデ-i
ー設計、着装など、被服造形上の諸

を解決する基礎として欠くことが出来ない。しかし体幹は多様な変異を包含する部位

で、その形状を特徴づける要因を明らかにし、さらに具体的な内容を的確に把握する

がある。そこで本研究では、成人女子の体幹を中心とする部位を対象として、いくつ

考察を試みた。

　資料は工業技術院によって1981年に行われた体格調査の、2o歳から59歳までの女子、

計484名の多項目計測値から選んだ　23項目である。主成分分析を行って形態的特徴を表

要因を抽出するとともに、それらの要因を代表する項目を選び、lO歳ごとの４年齢－グル

プについて年齢的な変化を見た。
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　すべての年齢グループを一括した主成分分析では、∠1個の主成分が求められた。そ

は、周径を主としたサイズファクター、胸部の太さ・厚みに対する肩部の幅のプロボ

ヨン、体幹の丈の前後のプロポーション、肩部の傾斜度である。これらの主成分は、
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ループごとの主成分分析でもほぼ同様に抽出されることから、体型の個体的特徴を

要因と考えることか出来る。しかし年齢を加えた解析では、第３主成分に年齢に関

分が抽出され、年齢的な体型変化があることが示唆された。そこで、主成分に関連

い計測項目などにより、加齢による形の変化をとらえた。


